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マ ン ヌ ー ・バ ン ダ ー リ ー の 小 説

一 娯 楽性 と人気一

長崎 広子





はじめに

MannuBhandari(1931～)は 、60年 代か ら70年 代 にかけて活躍 した ヒンディー語女

流作家である。都会 に住み、仕事を持つ、高学歴のイン ド女性の恋愛 ・結婚 ・仕事 ・家庭

の問題を主 として描いている。彼女 はヒンディー語女流作家 として評価 されてお り、人

気作家でもある。彼女が活躍 した当時は、独立から10年 あまりの歳月を経 てお り、社会

が大 きく変化 した時代であった。 中産階級が台頭 し、それまで家庭 を守ることが役割で

あった女性が社会 に参加するようにな り、それと共 に新 しい社会問題が生 じて きた。マ

ンヌー ・バ ンダー リー本人 によれば、彼女 の作 品はこの社会問題 を女性 を通 して描 き、

そこで女性 を取 り巻 く閉鎖的な社会を批判 し、新 しい女性像 を描いている社会小 説であ

る らしい。 しか し論者は、社会小説 とは社会 ・時代 ・事件 ・人間を客観的 に描 くことに

よって問題を提起 するものであると考 えてお り、 この点か ら分析すると彼女の小 説は社

会小説ではな く、大衆小説 に近 いものであることが明 らか になる。また、彼女 の描 く女

性 は現代的であるかのように見 える ものの、実は因習 に依存 しているのである。その文

学 はリァ リテ ィーの乏 しい未熟 なものであるが、それにもかかわらず読者 に好まれるの

はなぜ なのであろうか。それは、社会小 説 としてではな く、別の性質の もの として読者

に受け止め られているか らではないだろうか。本論 ではこの点 に着 目し、マ ンヌー ・バ

ンダー リーの文学の特質を明 らか にしていきたいと思 う。

まず一章では、日本で全 く知 られていない ヒンディー語女流作家を紹介する意味で、マ

ンヌー ・バ ンダー リーの半生 に触 れる。ここでは、主 としてイン ド人評論家による論文

を参考 にしたが、マ ンヌー ・バ ンダーリー本人から直接書面で得 た情報 も含 まれている。

二章では、彼女 の短編小 説を分析 しなが ら、マ ンヌー ・バンダーリー自身による作品

観 と実際の作品の違いを明 らか にし,そ の女性像 を考察する。

彼女の小説 には他の作家の作品では見 られない性描写があ り、これは彼 女の文学 を特

徴 づける重要 な要素である。道徳 にふれない形で彼女がいかに性を描いているのか、 こ

の点を三章で は考察する。

本論では、作 品名は原則 として全てローマ字表記 とし、人名は最初 にローマ字表記 し、

それ以降はカタカナ表記 とした。 ローマ字表記の方法 については諸説があるが、今回は

容易 に復元で きることに重点を置 き、実際の発音 とは無関係 に、一般的なサ ンスクリッ

トの翻字方法を採用 した。
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マ ン ヌ ー ・バ ン ダ ー リ ー は 、1931年4月3日 、 現 マ デ ィ ヤ ・プ ラ デ ー シ ュ 州(旧 イ ン

ド ー ル 藩 王 国)Bhanapuraに 五 人 兄 弟1の 末 娘 と し て 生 ま れ た 。 本 名Mahendrakumari。

ま も な く一 家 は ア ジ メ ー ル に 移 住 し 、 マ ン ヌ ー ・バ ン ダ ー リ ー は16歳 ま で そ こ で 過 ご

す2。

父Sukhasampattiraya3は 伝 統 を 重 ん じ る と い わ れ る マ ー ル ワ ー リ ー の 大 家 族 の 長 男

と し て 家 を 継 い で お り、 一 家 に は 弟 達 と そ の 家 族 も 同 居 し て い た5。 彼 は ジ ャ ー ナ リ ス

ト で 、20余 点 の 書 物 を 著 し た 作 家 で も あ る 。 特 に20fんCenturyDictionaryを 編 纂 し た

こ と で 知 ら れ て い る6。 マ ン ヌ ー ・バ ン ダ ー リ ー は 論 者 宛 私 信 で 父 が 新 聞 を 編 集 し て い

た と 述 べ て い る が 、HindsSdhityaKosa7に よ れ ば 、 彼 が 編 集 し て い たVemkatesvara

Samacara、SaddharmaPracaraka、Patadiputra等 は 日刊 紙 で は な く、 週 刊 誌 で あ る 。 こ

れ ら は 、 ヒ ン デ ィ ー 語 地 域 で 日 刊 紙 の 普 及 が 遅 れ て い る た め 、 同 地 域 で 刊 行 さ れ て い た

週 刊 誌 や 半 月 刊 誌 や 月 刊 誌 が そ う で あ っ た よ う に 、 い わ ゆ る ニ ュ ー ス 記 事 も 掲 載 す る 文

芸 誌 の 類 の も の で あ っ た と 思 わ れ る8。

Bholanathaは1926年 か ら1947年 ま で の 主 要 な 雑 誌 を 挙 げ て い る9が 、 そ の 中 に 彼

の 編 集 し た 雑 誌 は な い 。

と こ ろ で 、 彼 の 母 語 は ラ ー ジ ャ ス タ ー ニ ー 語 で あ っ た10。 ア ジ メ ー ル で 幼 少 期 を 過 ご

し た マ ン ヌ ー ・バ ン ダ ー リ ー も ラ ー ジ ャ ス タ ー ニ ー 語 を 話 し て い た と 思 わ れ る が 、 一 貫

し て ヒ ン デ ィ ー 語 で 作 家 活 動 を 行 っ て い る 。 英 語 ・ ヒ ン デ ィ ー 語 辞 典 を 編 纂 し て い る こ

と や 、 著 作 か ら 分 る よ う に 、 父 は 母 語 の ラ ー ジ ャ ス タ ー ニ ー 語 を 話 し 言 葉 と し て 、 ピ ン

1長 兄 の名 はPrasannaKumaraで 、次 兄 の名 はVasantaKumaraで あ る。 二 人共 、 英 文学 で 修 士号 を

得 て い る。 長姉 はSnehalataで 、次 姉の名 はSusilaで あ る。 二 人共 大学 教 育 を修 め てい る。
2マ ンヌ ー ・バ ン ダー リー の論 者 宛私 信(1993 .4.ll)。
3DhirendraVarma

,HindaS¢hityaICosa,vol.II,Varanasi,2nded.,1986,p.633.

しか し、SahityaAkademiの1961年 のWho'SWhoに よ れ ば 、彼 の 氏 名 はSukhasampattiraiで あ

り、Giradakaraに よれ ばSukhasampatarayaで あ る(KiｧoraGiradakara,MannaBhandaraKaliatha

Sahitya.,Nagpur,1985,p.2)。 生年 も1885年 と1892年 の 二通 りが あ る。
4全 イ ン ドマ ール ワ ー リー協 議会 に よれば 、 ラー ジ ャス ター ン、ハ リヤ ー ナー、 マ ール ワー及 び その 近郊 の

暮 ら しや 言語 、文 化 を持 つ全 ての 人 々は 、本人 あ るい は先 祖 が そ の他 の 地方 に住 んで い て も、マ ー ル ワー リー

で あ る。 ただ、 現在 で は さらに広 い意味 で使 用 され 、そ の 出 自 を特 定 す る こ とはで きな い(D.K.Takaneta,

MaravaraSamaja,19900
5AnitaRajurakara

,Itathaka,raMannv.Bhandar%Delhi,1987,p.4.
sibid .,p.3.

と ころで 、彼 の編 纂 した辞 書 に つ いて は情 報 が混 乱 してい る。Rajurakaraは ヒ ンデ ィー 語 専門 語辞 典Hinds

、PrabhasikaSabdakosaと 述べてい るが、20漉CenturyDictionaryの 誤 りであろ う。なぜ な ら、HindiSahitya

Iiosa,vol.IIに おいて も彼 の英語 ・ヒンディー語辞 典につい て述べ られてお り、さ らに、白abdavana(Vaijnanila

TathaTa㎞1k1≦abdavahAyog,ManavaSarnsadhanaVikasaMantralayaBharataSarakara,6α ゐ面 孤 ηα

Smarika,1986,p.97)に も彼 の20漉CenturyEnglish-HindiI)ictionary(1949)が 評価 されて い る こ とが

記 載 されて い るか らで あ る。
7DhirendraVarma

,op.cit.,p.633.
$Laksminarayanaに よれ ば、Patalipv,traはHathuvaRajaと い う ビハ ール の小 侯 をパ トロ ンに した週

刊 誌 で あ った(Laksm7narayanaSudhamｧa[ed.],HindsSahitya、 κπVrhatItihasa,vol.XIII,Varanasi,

1965,p.1510
9Bholanatha

,HindaSahitya,Prayaga,1954,pp.456-458.
loSahityaAkademi

,who,SWhoofIndianWriters,NewDelhi,1961,p.37.
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デ ィ ー 語 を 文 学 の 媒 体 語 と し て 使 い 分 け て い る 。 マ ン ヌ ー ・バ ン ダ ー リ ー は 、 幼 い 頃 か

ら 父 の 所 蔵 す る 雑 誌 や 書 物 を 読 ん で お り、 ヒ ン デ ィ ー 語 で 創 作 す る こ と に 苦 労 や 疑 問 は

な か っ た と 思 わ れ る 。

父 は ア ジ メ ー ル で 辞 書 を 編 纂 出 版 す る 会 社DictionaryPublishingHouseの 経 営 も行 っ

て い た11。 マ ン ヌ ー ・バ ン ダ ー リ ー は 父 が 一 度 も 勤 め に 出 た こ と が な く、 主 な 収 入 源 は

先 の 英 語 ・ ヒ ン デ ィ ー 語 辞 典 だ っ た と 述 べ て い る12こ と か ら 、 一 家 の 収 入 は 父 の 著 作 や

こ の 出 版 社 経 営 に 頼 っ て い た よ う で あ る 。

こ の 父 に 献 身 的 に 尽 く し た 母Anupakumvariは 文 盲13で 、 心 優 し く、 忍 耐 強 い 女 性 で

あ っ た14。 当 時 の 大 家 族 制 度 の 下 で は 、 長 男 の 嫁 が 家 事 の 責 任 を 負 う こ と に な っ て お り、

彼 女 は 家 族 の た め に 懸 命 に 働 い た 。 夫 は 理 想 主 義 者 で 、 経 済 的 に 困 っ て も 誰 の 援 助 も 決

し て 受 け ず 、 妥 協 も し な い 頑 固 者 で あ っ た15。 彼 女 は 家 の あ ら ゆ る 仕 事 を 自 ら 進 ん で 行

い 、 決 し て 不 平 を こ ぼ さ な か っ た16。 妻 に 対 す る 夫 の 態 度 は 古 め か し い イ ン ド男 性 と 何

ら 変 わ り の な い も の で あ っ た ら し い 。 マ ン ヌ ー ・バ ン ダ ー リ ー は 「父 は 、 一 生 母 に 自 分

の 面 倒 を み さ せ る 」17と 嘆 い た 。

父 は イ ン ド 国 民 会 議 派 の 熱 心 な 活 動 員 で 、 イ ン ド ー ル で は 彼 の 家 で 会 議 派 支 部 が 設 立

さ れ て い る18。 ジ ャ イ ナ 教 徒 で あ る が 、 ア ー リ ヤ ・サ マ ー ジ か ら も 影 響 を 受 け て い る19。

当 時 、 ラ ー ジ ャ ス タ ー ン で は ア ー リ ヤ ・サ マ ー ジ の 活 動 が 盛 ん で 、 そ の 中 心 地 は ア ジ メ ー

ル で あ っ た20。

マ ン ヌ ー ・バ ン ダ ー リ ー は 、5歳 で い き な り 第 二 学 年 か ら学 校 教 育 を 受 け 始 め て い る 。

14歳 で10年 生 の 時 マ イ ト リ ッ ク(Matriculation)に 合 格21。1945年 ア ジ メ ー ル のSavitri

高 等 学 校 でMatriculationを 、1947年 同 校 でIntermediate課 程 を12年 生 で 終 了 し て い

る 。 こ の 頃 、 家 に は 会 議 派 の 活 動 員 や ジ ャ ー ナ リ ズ ム の 仕 事 の 関 係 者 が ひ ん ぱ ん に 出 入

り し て い た 。 マ ン ヌ ー ・バ ン ダ ー リ ー 自 身 の 言 葉 に よ れ ば 、

父 が お お ら か な 性 格 で し た の で 、 私 達 兄 弟 は 家 で 社 会 運 動 員 や 政 治 の 活

動 員 、 文 学 関 係 の 仕 事 に 携 わ る 人 達 の 話 を 聞 く機 会 に 恵 ま れ ま し た22。

当 時 マ ー ル ワ ー リ ー の ジ ャ イ ナ 教 徒 の 社 会 で は 、 女 子 が 教 育 を 受 け る こ と は 少 な か っ

iiibid .,p.37.
12論 者 宛私 信(1993 .4.11)。
1sKisoraGiradakara

,op.cit.,p.2.
i4ibid .,p.2.
lsibid .,p.2.
isAnitaRajurakara

,op.cit.,p.4.
17RajendraYadava

,AuromICeKahane,NewDelhi,1985,p.61.
18AnitaRajural:ara

,op.cit.,pp.2-3.
ユ9ibid .,p.3.

20SantosaYadava
,UnnasavamAuraBasavimSata6daMem5fγ りoηLκ ガSthiti,Jaypur,1987,pp.

134-135.
21論 者宛 私 信(1993

.4.11)。
22Bams7dhara

,RajendraMisra,Manny,BhandarafiaS`resthaSarjanatmakaSahitya,Karanal,1983,

p.99.
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たが、父 は三人 の娘 に高 等教 育 を与 え、 さ らに政 治 に参 加 す るこ とを熱 心 に勧 め てお り、

これ は妻 に対 す る態度 とは対 照 的 に彼 が進 歩 的 な一面 も持 っ てい た こ とのあ らわれで あ

ろ う。 マ ンヌ ー ・バ ンダ ー リー は父 や そ の友 人 達 の影響 で次 第 に政 治 に関 心 を持 つ よ う

にな って い く。

高校時代 、イ ン ドの独 立 運動 は最 盛期 で、彼 女 も運 動 に熱 中 し、次 の よ うに述べ てい る。

1945年 か ら47年 ま で独 立 闘争 は絶頂期 にあ りま した。 一学生 と して、二

年 間運動 に没 頭 しま した が、46年 には 身 を引 きま した。 ス トライ キ、 デ モ、

演 説等 に毎 日の よう に参 加 し、 とて も熱狂 的 な 日々で、 お そ ら く人生 で最 高

の 日々 で した23。

彼 女 が運 動 に熱 中 した こ とに は、高校 の二人 の女 性教 師 の影響 もあ っ た。学 生 を扇 動

した と して この教 師達 が くび にな り、 マ ンヌ ー ・バ ンダ ー リー も運 動 に熱 心 で あ った た

めサ ー ヴ ィ トリー大学 か ら入 学 を拒 否 され る と、彼 女 は学 生 を率 い てサ ー ヴ ィ ドリー高

等 学校 の授 業 を ボイ コ ッ トして いる24。

彼 女 は、当 時 の 自分 を感 受性 が豊 かで、社 会 的 な こ とであ ろ う と、 ささ いな こ とで あ

ろ う と、悪 を許 さず、 あ らゆ る こ とに敏 感 に反 応 して い た と述 べ て いる。 演 説で 人 に訴

え る ことに向 け られ て いた その情 熱 は、後 に小 説 に向 け られ る よ うにな る25。 彼 女 の小

説 には、 政治 に触 れ た作 品が 数点 あ るが、 これ は、 同世代 の多 くの作 家 と同様 に、政 治

に対 す る彼 女 の関心 の深 さを示 す もので あ ろ う。特 に、短 編小 説`A-Lagava'は 政 治腐

敗 を題 材 に扱 っ た もの で、 これ を基 に した長 編小 説`Mahabhoja'(1976)は イ ン ド人 民

党 の 政治腐 敗 を暴 い た小 説 として社会 に波紋 を投 げか け、 イ ギ リスB.B.C.テ レ ビが 一

時 間番 組 を組 む ほ どだった26。 さ らにこの作 品か ら戯 曲`Mahabhoja'(1983)も 著 して お

り、彼 女 の代 表作 の ひ とつ とな ってい る。

1947年 、 イ ン ドが独 立 を果 たす と、彼 女 は先 の大学 の入学 許 可 を得 るが、姉Susilaは

彼 女 をカル カッ タに呼 び寄 せて い る。 そこで、 カルカ ッタでの大学 時代 は姉 といっ し ょに

暮 ら し、 プ ライベ ー トコース で学士 号 を得 てい る。1949年 にB.A.を 得 る と、一 年 の ブ

ラ ンクの後 、今 度 はべ ナ レス に移 る。KasiHindu大 学 で ヒンデ ィー文 学 を専攻 し、1952

年 に は プライ ベ ー トコース で修士 号 を取 って い る27。 プ ライベ ー トコース とは、授 業 は

一切 な く
、試験 に通 れ ば資 格 を得 る こ とが で きる講 座 で ある。通信 講座 もそ うであ るが 、

娘 を男 子学 生 といっ しょに大学 で学 ばせ る こ とを良 しと しな い家庭 の 子女 が多 く受講 し

てい る。資格 は同 じで あ るが、一般 に、普通大学 の コー ス、通信 講座 、 プライ ベー トコー

ス の順 で序列 が あ る ら し く'、Giradakaraに よ れ ば、マ ンヌ ー ・バ ンダ ー リー は正 式 な大

23論者宛私信(1993 .4.11)。
24AnitaRajuraka ,ra,op.cit.,p.5.
25Bamsidhara ,RajendraMisra,op.cit.,pp.99-100.
2sAnitaRajurakara

,op.cit.,p.16.
27論者宛私信(1993 。4.11)。
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学教 育 を受 けな か った こ とで、今 で も劣 等感 を抱 いて いる との こ とであ る28。

1952年 か ら1961年 まで カル カ ッタのBaliganjaSiksaSadanaSchoolで 教 職 に就 く。

この頃 か ら短 編小 説 を書 き始 め て い る。彼 女 の場 合 、若 い頃 か ら小 説 家 を志 して いた わ

けで はな い よ うで ある。 だが、作 品が認 め られる まで多 くの作 家 が経 験 す る苦労 を味 わ

う ことな く、す ぐに作 品 は雑 誌 に掲載 され、彼女 は文壇 にデ ビューを果 たす。最初 の短篇

小 説 はNayd5αm伽 誌(MohanaSimha編 集)に1954年 に掲 載 され たが 、 この作 品 は

注 目 され ては いな い29。 初 め て注 目 され た作 品 は`MaimHaraGai'で 、BhairavaGupta

が 編 集 す るKahdna誌(ア ラー ハ ーバ ー ド)に1956年 に 掲載 され て い る。 こ の後 、彼

は彼 女 に さ らに書 くこ とを勧 め てお り、マ ンヌー ・バ ンダー リー 自身彼 の お陰 で文 壇 に

デ ビュー で きた と述べ て い る30。 その後 、作 品 は続 け て雑 誌 に掲載 され る よう にな り、2

年 も経 た ない うち に最初 の短篇 集MaimHaraGaaが1957年 に 出版 され る。 当時 、 マ

ンヌ ー ・バ ンダー リー は26歳 であ っ た。 次 の短篇 集TanaNigahomKiEkaTasvaraは

1959年 に ア ラーハ ー バー ドのSramaJivi社 か ら出版 されて い る。

1957年 、 文 学 好 きのバ ー リー ガ ンジ シク シ ャー サ ダ ン ス ク ール の校 長Bhagavati

PrasadaKhetanaの 紹 介で 、著名 な ヒンデ ィー語 の作 家RajendraYadavaと 知 り合 う31。

1959年10月 、 二人 は結 婚 。彼 女 は28歳 で、 イ ン ドで は晩婚 で ある。 この結 婚 はイ ン ド

の慣 習 に照 らす と、大胆 な もの であ った。 まず、二人 の結婚 はジ ャイナ教 徒 とヒ ン ドゥー

教 徒 の異 宗教 間 の婚 姻 で あ る。 だが 、比較 的 親 しい 関係 の両宗 教 間 で は婚 姻 の例 が 数多

く見 られ、 この点 はさほ ど慣 習 に触 れ ない。 しか し問題 は、恋 愛 結婚 で あ った とい う点

で あ る。 恋 愛結 婚 は古代 イ ン ドのマ ヌ法典 で結婚 の八 種 の形 態の 中 で第六 番 目に位 置づ

け られ てお り、現 代 イ ン ドの慣 習 で も歓迎 され ない。 そ の上 、高 い ジ ャー テ ィの女性 と

ヤ ー ダヴ とい う低 い ジ ャー ティの男性 との婚姻(逆 毛婚)で 、 これ も非 常 に嫌 われ る。マ

ンヌ ー ・バ ン ダー リー の家 族 は二 人 の結 婚 に強 く反 対 した。 これ に関 して、マ ンヌ ー ・

バ ンダー リー本 人 は次 の よう に述 べ て い る。

あ る程 度父 は反対 しま したが 、 そ れは異 カース ト間の婚 姻 に反対 した の

で はな く、 当時 ラ ージ ェ ン ドラ ・ヤ ー ダヴの収入 が安定 して いなか ったた め

で す32。

当時す で にラー ジ ェ ン ドラ ・ヤー ダ ヴは小 説`UkhareHue五 〇ga'が 好 評 を博 し、作 家

と して の名声 を確 立 して い た ものの 、父親 も同 じ文筆 活動 に携 わ る身 と して、経 済 的 な

つ らさは 身 に染 み て い たで あ ろうか ら、経 済 面 で作 家 との結婚 に反対 で あ っ た と して も

28KisoraGiradakara
,op.cit.,pp.3-4.

2sBamsidhara
,RajendraMisra,op.cit.,p.100.

作品名は不明で、短編集にも収められていない。
aoKisoraGiradakara

,op.cit.,p.4.
311993 .4.11の 私信によれば、二人の出会いは1957年 の始めのことであった。
32KiｧoraGiradaka .ra,op.cit.,p.5.
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不 思議 はな い。根本 的 な反対 の理 由が何 で あっ たか は明 らか で はな いが、 父親 は最後 ま

で ラー ジ ェン ドラ ・ヤ ーダ ヴに会 うこ とは なか った33。

二人 は彼 女 の家族 の反対 を押 し切 って民 事結 婚 をす る。結 婚後 、彼 女 は教 職 を務 めな

が ら小 説 の執筆 を続 け る。 評論 家 によれ ば、 この後 彼 女 は夫 の協力 を得 て小 説 を書 いて

い った との こ とであ る。 だが 、父親 が 危惧 した よ うに、作 家 の収 入 が 安定 して いた はず

はな く、 これ をマ ンヌ ー ・バ ン ダー リーが教 職 を続 け る こ とで 支 えた ので は ない か と想

像 される。1961年 、 夫 と共 著 で初 の長編小 説EkaIncaMuskanaを 出版 する。 この小 説

は、一 章 ご とに筆 者 が交代 す る とい う当時 と しては新 しい手法 を とって お り、 しか もそ

れが夫婦 であ っ た ことか ら注 目 を集 めた作 品 であ る。 当時 の二 人 の関係 につ いて深 く知

る こ とはで きな いが、 ラー ジェ ン ドラ ・ヤー ダ ヴが夫婦 で この小 説 を書 いた こと に関連

して、Sdrika誌 の1986年4月 号 の イ ンタ ビューで 、夫婦 で同 じ職業 の場合 、 どち らか

が必 ず相 手 に対 して上 に なる ので、 同 じ職 業で な い方 が良 い と語 って い る こ とを付 け加

え てお く34。

1961年7月 か らカル カ ッ タのRaniBiralaCollegeで1964年 ま で彼 女 は教 授 の ポス

トに就 く。1961年6月 、一 人娘Racanaが 誕 生。1964年 、 一家 はデ リー に移 り、 マ ン

ヌ ー ・バ ンダー リー はデ リー大 学 の名 門MirandaHouseCollegeで 教 授 の職 に就 く。夫 の

ラー ジェ ン ドラ ・ヤー ダ ヴは友人 の協 力 を得 て、Aksara出 版 社 をデ リー に設 立。 この出

版 社 か ら短編 集YahaSacaHai(1966)、 戯 曲BinaDivarom・Ke(Ohara(1966)、 短 編 集

EkaPdetaSailaba(1968)、 短 編集Ssresthah'ahaniyam(1969)等 の マ ンヌ ー ・バ ンダー

リー の作 品が 出版 され る。 これ以降 出版 され た作 品で 、論者 が知 る限 りの もの を年 代順

に挙 げる と、長編 小 説APakdBanta(1971)、 童 話Kadavd(1971)、 長 編小 説Mandbhoja

(1976)、 童 話ArimkhomDekhaJhutha(1976)、 短 編集Trisariku(1978)、 童 話.43α ηzσ緬

(1981)、 ベ ンガル の作 家Saratcandraの 小 説 の 翻 案 であ る長 編小 説Svama(1982)、 戯

曲Mahabhoja(1983)と な る。 そ の後 は、 テ レ ビや映 画 の シナ リオ を多少 書 いて は いる

が、作 品 を書 き下 ろ して いな い。1993年 ミ ラ ン ダ ハ ウス の主 任教 授 を辞 した後 、現在

は、Ujjainに 新 設 され たPremacandaSrjanapitha35で デ ィ レク ター と して働 いて いる。

II

本 章 で は、作 品 に触 れな が ら、マ ンヌー ・バ ンダー リー の文学 を考 察 して い く。

まず、 ヒンデ ィー文 学 の人 気作 家 と例 え ば 日本 の人 気作 家 との間 に は、 そ のあ り方 に

お いて大 きな違 い があ る こ とを断 わ ってお か なけ れば な らない。 多民 族 、多 言語 国家 の

a3AnitaRajurakara
,op.cit.,p.3.

34ち なみに
、彼は同インタビューで自分には結婚前に女性のパ トロンがいたと述べている。

35作家や詩人を志す者を養成したり、講演会を催 したりする文学協会。
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イ ン ドで は、様 々 な言語 で 書 かれ た文 学 が存 在 してお り、 言 語 の点 か ら次 の よう に文 学

が分類 され、 その作 家 と読者 の階 層 が位 置づ け られる。 まず、外国語 で ある英語 で創作 を

行 う印英 文学36の 作 家 と読 者 は英 語教 育 を受 け てお り、 イ ン ド社 会 にお いて は最 もイ ン

テ リ層 の人 々 で あ る。 イ ン ド国 内 での読 者 の数 は非 常 に限 られ てい るが、 作 家 は外 国人

読者 に対 して も作 品 を発 表す る ため、 も し人気 作家 となれ ば、欧米 の作 家 と同 じよ うに、

外 国 で活 躍 す る機 会 を得 られ る。 これ に対 して、 民族 語 に よる創 作 活動 が あ り、 その 中

で は話 者 人 口が 最 も多 い ヒ ンデ ィー語 の文 学 が主 要 な文 学 であ る。 ゆ え に、 ヒ ンデ ィー

語 を文 学 の媒 体 語 として選 ん だマ ンヌー ・バ ンダー リー は自ず とよ り多 い読 者 と名声 を

手 に入 れ る ことが で きたの で あ る。 だが、 ヒ ンデ ィー文 学 で は、 著名 な作 家 で あ って も

文 筆活 動 だけで 生活 す る こ とは非常 に困難 で あ る。 そ の ため、多 くの作 家 は教職 等 の定

職 を持 って い る。本 の発 行 部数 は少 な く、 国内 におけ る知名 度 は、人 気作 家 とい って も

欧 米 や 日本 とは比べ もの に な らない低 さで ある。 つ ま り、 イ ン ド人 評論 家 が人気 作 家 と

認 め て も、外 国人 であ る我 々 が認識 す る姿 とは相 当異 な る とい うこ とで ある。 だ が論 者

は、次 の点 か らマ ンヌ ー ・バ ンダー リー を人気 作 家 として認 めて よい と考 え る。 まず 第

一 に
、彼 女 の作 品 が ヒ ンデ ィー文学 界 に影 響力 を持 つ主要 な文 芸誌 に掲 載 されて い る こ

と37、 第二 に彼 女 の作 品が英語 や ヒンディー語 以外 の多 くの民族 語 に翻訳 され 出版 されて

いる こ と38、 第三 に小 説 が舞 台や テ レ ビ ドラマ化 されて いる こ と、第 四 に作 品集 が版 を重

ね出版 され てい る こ とで あ る。 ちなみ に、 短編小 説`YahiSacaHai'はRajaniGandha

(夜 香 木)の タイ トルで 映画 化 され、成 功 をお さめ てお り、映 画 の反響 か らSarika誌 の

1985年2月 号 は原作 を再 度掲 載 してい る。 また、長 編小 説ApakaBanti(1971)は 初 版

か ら13年 後 もベス トセ ラー を記 録 して いる39。

で は、マ ンヌー ・バ ンダー リーは どの ような種類 の作 品 を書 いて いる のだ ろ うか。彼

女 の作 品 の評論 を書 い た ギ ラ ッ ドカル に宛 て た1980年10月13日 付 のマ ンヌー ・バ ン

ダ ー リーの私信40に は、彼 女 自身 に よる作 品観 が述 べ られ て いる ので、抜 粋 して次 に掲

げ る。(訳 は論 者 。 は論 者 に よ るダ ッシ ュ。 太 字 は論 者 に よる強調 部分 。)

評 論 家 が何 を言 って い るの か、彼 らが私 を どの よ うに分 類 して い る

のか とい う ことにつ いて、私 は徹 底 的 に議論 した ことは一度 もあ りませ んが、

あな た が手 紙 に書 いて い る よ うに、去 年他 の学生 も私 に対 して 「あ な たは、

短 編小 説 におい て女性 を描 く達 人 で ある」 と書 い て きま した。 これが 真実 で

ある か どうか を確 か め るため に、私 は丁 寧 に五 つの 短編小 説集 を読み ま した

36印 英文学とその作家に関しては、「西欧近代の文学者とインド人英語作家」(『 南アジァを知る事典』,東

京,平 凡社,1992,pp.654-655)で 掲げられている。
37筆 者が知る限り雑誌に掲載された作品を挙げると、`BandaDarazomKaSatha'は1967年3月Sa.rika

誌、`Trisanku'は1976年10月Dharmaywga誌 、`A-Lagava'は1978年8月`Sarika誌 、`FkhaneAkasa
Naim'は1963年Sarika誌 、`Aiil:usa'は1961年4月Dharmayv,ga誌 となる。
3sAnitaRajurakara

,op.cit.,p.14.
39AnitaRajural:ara

,op.cit.,p.10.
40KisoraGiradakara

,op.cit.,pp.139-143.
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が、驚 い たこ とに、50パ ー セン トの小 説 の テーマ は全 く女 性 では あ りませ ん

で した。

あな た の質 問 の 中で も、私 の小 説 の主 な テー マ は女性 で あ り、 その 中 で

もセ ック スが 特 に強調 され、 問題 点 と して扱 われ て い る と述 べ られ て い ま

す。(途 中略)私 は、 女性 を描 く小 説 と は 、その 目的 が女 性 の 生 活 、

あ る い は女性 の 人格 の 一 面 に 光 をあ て る こ とだ と考 え ます。 つ ま り、 目 的

が女 性で あ っ て、単 に表現 の媒 体 で は あ りませ ん。 こ の点で 、`MaimHara

Gai',`Smasana',`DoKalakara',`PanditaGajadharaSastri',`Abhineta',

`Ksaya'
,`Saza',`EkhaneAkasaNaim',`Sayada',`Trisanku',`A-Lagava',

`KhoteSikke'
,`EkaPletaSailaba',`ChataBananeVa.le',`SankhyaKe

Para',`lnkamaTaiksaAuraNinda',`TisaraHissa',`RetaKiDivara',

`AsamayikaMrtyu41'`TisaraAdami'
,`DararaBharaneI{iDarara',

`Crime'
、`NaiNaukari'、`Ana.thahiGaharaiyam'は 何 か しら社会 の 問題 や

状況 に光 をあて る ために書 かれ た もの で す。`Ksaya'と`Saza'は 少 女 の視 点

か ら描 か れ てい ます が 、 その 目的 は女 性 を描 くことで は決 して あ りませ ん。

(途 中略)

次 にセ ックスの質 問 につい て。男女 の関係 とセ ックスは密接 につな が って

い るので 、 これ に関 す る様kな 面 を描 く小 説 を安 易 に セ ックス を描 い た小 説

と して分類 す る ことはで きます。 しか し、男 女 の関係 には他 に も多 くの面 が

あ ります。__家 を欲 しが る こ と、完全 に誰 かの もの になる こ とや誰 か を完

全 に 自分 の もの に したい と思 うこ と._.経 済 的 な保 護 だけで な く、精神 的 な

保 護 を期待 す るこ と、 さ らに多 くの面 が これ に関 して あ ります。 セ ックス も

それ らの うちのひ とつです。では、 これ らに関す るあ らゆる小 説 を セックス と

い う枠 で分 類 す る こ とが で きるで し ょうか。 あ る小 説 で、 男女 の関係 に関 す

る性 の面 だけが描 か れて い るのな らば、 それは可 能 です。例 えば、`Bamhom

KaGhera'や`KilaAuraKasaka'や`Ghutana'に お け る よ うに。私 は これ

らを性 を描 いた小 説 とよ びま しょう。(途 中略)一 一 私 に とって セ ックス は

驚 くべ き こ とで も、秘密 で も、非 難 すべ き もので も、禁 じられ た もので も決

して あ りませ ん。 それ を 自然 に描 くことを大胆 なこ とだ とは思 い ませ んで し

た。今 か ら20年 前 に、性 の小 説 で あ る`BamhomKaGhera'や`Ghutana'

の よ うな小 説 を書 くこ とに、何 ら躊 躇 や戸 惑 い を感 じませ んで した。 しか し、

`GitaKaCumbana'の 中 にセ ックスを探 すの な ら
、 これ も誤 りです。 この小

説 は、 因習 と欲 求 との葛 藤 の物 語で す。恋人 が彼 女 に キス す る と、最初 に 因

習 的 な面 が反 発 します が、 因習 の束縛 が ゆ るむ と、彼 女 は 自分 のお ろか さを

後悔 す るので す。(途 中略)

41短編集には耒収録の作品でManorama .誌 に掲載されている(KisoraGiradakara,op.Clt.,p.140)。
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もし、女性 の登場 人物 を どう して も分類 しなけれ ばな らないの な ら、私 の

考 えで は、私 の小 説 の大半 の女性 の登 場人物 は、因習 を打 ち破 り、それ を乗 り

越 える女性 で す。彼 女達 は、お ろか な慣 習か ら立 ち上が る女性 で す。`Divara

BacceAuraBarasata'に お いて頑丈 な壁 を壊 して小 さな芽 が あ らわれ、全 て

の壁 を崩 す こ とは、慣 習 の壁 を壊 して逃 げ る ひ と りの平 凡 な少女 を象徴 して

い るので す。一 一(以 下省 略)

こ の私信 は、 マ ンヌ ー ・バ ンダー リーが 自分 の文 学 に対 す る読 者 の意見 を否定 す る こ

とか ら始 まっ てい る。 ここか ら分 か る こ とは、 読者 は作 者 自身 の作 品観 とは別 の受 け止

め方 を して い る とい う こ とで あ る。 読 者 は女 性 を描 くもの として受 け止 め てい るが 、 マ

ンヌ ー ・バ ン ダー リー は女 性 は単 に媒体 であ って 主題 で は な い と述 べ て い るの で あ る。

マ ンヌ ー ・バ ン ダー リー に よれば、彼 女 の小 説 は 「何 か しら社会 の 問題 や状 況 に光 をあ

て るた め に書 か れ た もの」 で あ る ら しい が、 で は どう して読 者 は別 の受 け止 め方 を して

い るので あ ろ うか。彼 女 が 言 う よ うに、単 に読 者 の側 の誤解 な ので あ ろ うか。 これが 第

一 の疑 問 で あ る
。 さらに、 マ ンヌ ー ・バ ンダー リー 自身が分 析 してい る よ うに、彼 女 の

小 説 の女性 は 「因習 を打 ち破 り、 それ を乗 り越 え る女性」 と して描 か れて い るの か とい

う点 で論者 は疑 問 を抱 い てい る。先 の私 信 で マ ンヌー ・バ ンダー リーが 述 べ てい る こ と

は、 あ くま で作 家 の立 場 か らの発 言 で あ って、彼 女 の文 学 の特 質 を決定 す る もの で はな

いだ ろ う。 なぜ な ら、彼 女 が意 図 した と して も、 それが 描 かれ て いな い可能 性 が あ るか

らで あ る。 多 くの読者 が彼 女 の意 図 とは異 な る解 釈 を してい る こ とは、 マ ンヌー ・バ ン

ダー リー の文 学 の方 に何 か欠 点 が あ る こ とを示 唆 してい るので は ない だ ろ うか 。

第一 の疑 問 を明 らか にす る ため に、彼 女 が 「何 か しら社会 の 問題 や状 況 に光 をあて る

ため に」書 い た と してい る作 品 を実 際 に分 析 す る。`Ksaya'と`Saza'に 関 して、彼 女 は絶

対 に女 性 を描 いた作 品 で はな い と してお り、 この点 で は論者 の意 見 も一 致 す るの で、考

察 か らはずす。 そ の他 の作 品の 中で 、主 要 な登場 人物 の中 に女性 が い な い作 品 をはず す

と、`MaimHaraGai'、`DoKalakara'、`Abhineta'、`EkhaneAkasaNaim'、`Sayada'、

`Triｧanku'
,`SankhyaKePara',`RetaKiDivara',`TisaraAdami',`DararaBharane

KiDarara'、`NaiNaukari'、`AnathahiGaharaiyain'が 残 る。 これ ら全 ての小 説 を分 析

す る必 要 はな い と思 わ れる ので、特 に`Abhineta'を 例 に取 るこ と にす る。 この作 品 を選

んだ理 由 は、 マ ンヌ ー ・バ ンダー リー 自身 の作 品観 と実 際 の作 品が 異 な って いる こ とを

示 す最 も分 か り易 い例 で あ るか らで あ る。

ここで次 の 点 を断 わ って お く。 マ ンヌ ー ・バ ンダー リーの作 品は全 て 、多 少 の差 は あ

るが リァ リテ ィーの乏 しい もの で、本論 で はそ の点 を きちん と明 らか に した い と思 うが、

これ を作 家 の資 質 の問 題 と して否 定 す る訳 では な い。 とい うの は、 イ ン ドの社 会 で生 ま

れ育 った作 家 の物 事 を捉 え る基準 が我 々の もの と異 な って い た り、我 々 に見 え て彼 らに

見 えな い もの が あっ て も、 そ れ を良 くない こ と として退 けて しまっ ては ヒンデ ィー文 学

を考 察 す る意味 が な い と考 え るか らであ る。 なぜ マ ンヌ ー ・バ ンダ ー リー は現 実 を見 よ
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う と しなか っ たの か、 あ るい は見 る こ とが で きな かっ たの か、 その原 因 を追 及 した い と

思 う。

`Abhineta'は
、 マ ンヌー ・バ7ダ ー リーの最初 の短編 集MaimHara(7α τに収 め られ

ている初期の短編小説である忽ムランジュナーは芸術 的 とも言える美 しさで名声を手 に入

れ た人気 女優 で あ る。彼 女 は常 に人 々 の注 目 を集 めて いるが 、恋 の経 験 は全 くな い。彼

女 はパ ー テ ィーで デ ィ リー プ と知 り合 う。最初 デ ィ リー プ は無 視 す る こ とで彼 女 の気 を

引 く。 二人 は親 密 にな り、結 婚 の約束 をす るが 、 ある 日彼 は ラン ジュ ナー か ら12000ル

ピ ー を借 りて出 張 し、 そ の まま姿 を消 す。実 は彼 には妻子 がお り、 出張先 で は別 の女性

と結婚 の約束 を し、多 額 の借 金 も抱 えて いた ことを、後 になって ラ ンジュナー は知 る。彼

女 は最後 に 「私 は舞台 の上 の女優 で、 あ なた は全 人生 の上 で演技 をす る見 事 な役 者 で す」

と手 紙 に書 いて彼 に送 る。 主人 公 は女優 であ るが、 題名 が`Abhineta'厂 俳 優 」 で あ る こ

との 落 ちがつ い た形 で小 説 は終 わ って いる。

マ ンヌー ・バ ンダー リー は この作 品 を 「社会 問題 や状況 に光 をあ て る小 説」 と して い

る。論 者 は、社 会 ・時代 ・事件 ・人 間 の客 観 的 な描写 は小 説、 特 に 「社会 問 題 や状 況 に

光 をあ てる小 説」 におけ る必 要条件 と考 え るの で、 これ らの点 か ら検 討 す る。

まず 冒頭 で 、作 中 の社 会 はボ ンベ イの映 画業 界 と設 定 され て いる。 普通 読 者 は、 そ の

次 に詳細 な社 会 の描写 が続 くことを期待 す るで あろ う。 だが、 「危 険 が多 い」 社会 と一言

言 及 され て いる だけ で、 一体 どの よ うな危 険 な のか、 どの くらい多 いの か とい うよ うな

具体 的 な事柄 につい ては一 切述 べ られて い ない。 読者 は、華麗 な映画 業界 の 危 険 とい う

言 葉 か ら、す で に持 って い る知 識 と想像 力 をめ ぐらす こ とで一 定 の イ メー ジ を抱 くこ と

はで きるが、 そ れ以上 の イ メー ジをふ くらます こ とはで きな い。 この作 品の 舞台 が 日本

で は な くイ ン ドのボ ンベ イで あ る こ とや、 テ レ ビで はな く映画 業界 で あ る こ とを特徴 づ

ける描 写 はな い。 マ ンヌ ー ・バ ン ダー リーが社 会 を描 きたか っ たので あ れ ば、社 会 の状

況 につい ての描 写 が この よう にす っぽ り抜 け落 ち たはず は な く、結 局 映画 業界 は人気 女

優 を登 場 させ る ため の理 由付 けで しか な か った ので はな いだ ろ うか。

で は、 なぜ 人気女 優 を登 場 させ たか ったので あろ うか。それ は、時代 の描 写 と関係 が あ

る ようであ る。時代 に関 して は直接 述 べ られて いな いが、 間接 的 な描写 か ら類推 す ると、

この作 品 が書 か れ た50年 代 半 ば の よ うであ る。 マ ンヌー ・バ ン ダー リー の他 の小 説 の

中で明 らか に年代 が分 か る作 品は`A-Lagava'だ け で あ る。童 話 のKalavaとArizkhom

l)ekhdJhuthaは 漠 然 と遠 い昔 を表 して いる42が 、未 来 を扱 っ た作 品 がな い こ とか ら、 そ

の他 の作 品で は作 品 の中 の時代 設定 が執 筆 時期 と一致 し、 この作 品 もそ れ らの ひ とつ と

考 え るの が妥 当 で あ ろ う。執 筆 時期 とは、歴 史 的 に は独 立後10年 あ ま りた った 頃で あ

る。 この作 品 でマ ンヌー ・バ ンダー リー はそ の時代 の特徴 を主 人公 の ラ ンジュナ ー が独

り暮 らしを し、常 に一人 で 出掛 け43、 何 の抵抗 もな く恋 愛結 婚 を しよ うと して いる こと

42両作品とも
、「昔むかしあるところに、王様 と王妃様がいました」で始まる子供向けの物語である。

43イ ンドでは結婚前の女性が一人で出歩くことは少ない。大抵は兄弟といっしょに出掛ける。独立後女性は

かなり自由になったと言われているが、この点で極端な変化があったとは思われない。
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で示 したつ も りか もしれな い。 だ が、 これ らを新 しい時代 の女性 の生 き方 と解 釈 す るに

は無 理 が あ る。 なぜ な ら、社 会 的変化 の大 きか っ た時代 で はあ るが 、 ラ ンジ ュナ ーほ ど

に女 性 に 自由が与 え られ た とは考 え難 いか らで あ る。 これ らの描 写 は時代 を表 す ため で

は な く、 ラ ンジ ュナ ーの恋 愛 を描 くため に無 理 に作 られ た設定 と しか思 わ れな い。 ラ ン

ジ ュナ ー の 自由 は、彼 女 が普 通 の少 女で あ れ ば、当 時 の状況 を考 え る と全 く不 自然 で あ

る。 現 実 に即 した作 品で あ れば、 まず彼 女 の親 が生 きてい るの か ど うか を述 べ、彼 女 が

一人 で 出歩 き男 性 と会 う こと に忠 告 す る人物 を設 定 す るか
、 も し くは近所 の人 々や使 用

人 の素振 りか ら彼 女 に対 す る何 らか の非 難 や 中傷 が あ る こ とを描 いて い たで あ ろ う。 ラ

ンジュ ナ ーが結 婚 詐欺 に あ うた め には、 まず恋 愛 しなけ れ ば な らない ので 、 マ ンヌ ー ・

バ ンダ ー リー は彼 女 が男 性 と 自由 に会 え る設 定 に したか っ たので あ ろ うが、現 実 には そ

の よ うに都 合 の よい 自由 はな か った はず であ る。先 に述 べ た周 囲 か らの非 難 ・中傷 があ

る ため、 ラ ンジ ュナー の よ うな行 動 を とろ う と して もとれな いの が現 実で あ る。無 理 な

設定 で あ る に もか か わ らず、 マ ンヌー ・バ ンダー リー は結 婚詐欺 を描 こ う と した ため に、

時代 や社会 とそ ぐわな い描写 をせ ざるを えな か った ので ある。 そ れで も、 女優 で あ れば

ラ ンジ ュナ ーの不 自然 な 自由 に もあ る程 度 読者 か ら了解 が得 られ る と考 え 、作 者 は ラ ン

ジュ ナー を女優 と して登 場 させ 、 つ じつ まを合 わせ よ うと したので あ る。

事 件 は、 一組 の男女 が 出会 い、恋 愛 す るが、女 性 は男 性 に大金 をだ ま し とられ る とい

う もので、 ス トー リーが事件 の経 過 を たどって い く。小 説は、現実 と同 じ速 さで進 む もの

で はな い ので、 そ こに省 略 が あ る こ とは当然 で あ るが、省 略 が 許 され るの は、 そ の小 説

と関係 の ない ことや、小 説 の効 果 を上 げ るた め に意 図 的 に省 略 され る場 合 で あ ろ う。 し

か しこの作 品で は、物 語 の根 幹 にかか わ る場 面 で省 略 が な され るの で、話 の飛 躍 にな っ

てい る。例 え ば、次 の 一節 は出会 いの後二 人 が親 し くな る過 程 を語 った部分 であ る。(訳

は論者 。)

こ の後 、 どの よう に ラ ンジュ ナー とデ ィ リー プが 会 う回 数 と時 間 を増 や

し、二 人が 親 し くな って い ったか、 これ は書 くべ き ことで はあ りませ ん。想

像 す る もので す。 もし、 あ な たの想 像 力 が それ程 豊か で ない のな ら、何 か 映

画 の助 け を借 りて 下 さい。最 近 の映 画は どれ で もこ うなって い ます 最初

に会 った時 主人公 と ヒロイ ンは眉 を しか めて い ます。 そ れが あっ という問 に

踊 りな が ら歌 い出 し、 ヒロイ ンの しか めた弓 の よ うな眉 か らキュ ー ピッ ドの

弓が あ らわれ、 主人公 の胸 に 目に見 え ない傷 をつ け、 それか ら二 人 は恋愛 し

ます。 そ う、 ラ ンジ ュナ ー とデ ィ リー プ もこ うなっ た と思 っ て下 さい44。

映 画 を例 に取 ったナ レー シ ョンの しゃれた意 図 は理解 でき るが、 この一節 が完全 な省

略 で あ る こ とは歴 然 と して い る。 しか も、結 末 へ つな が る一連 の流 れ の 中で特 に重 要 な

この部分 で は省 略 は決 して 許 され ない はず で ある。 なぜ な ら、結 婚詐 欺 で あ った こ とを

44MannuBhandari
,`Abhineta',M¢imHdraGaa,Delhi,1980,p.79.
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知った時ランジュナーがショックを受けるのは、それが甘い恋愛からは想像で きなかった

結果であるか らである。その点が強調 されずに、「映画のように二人 は恋愛 した」 という

描写 に続いて、だまされる結末が来たのでは、読者 は作品 に感情移入で きず、 ランジュ

ナーに同情することもない。

さらに、登場人物の行動 には心理的な裏付 けが欠けている。美人女優 とプレイボーイ

の一組の男女が揃ったので、二人は恋愛 し、恋人なのでランジュナーは彼 に大金 を渡す

という筋で話が展 開するが、 ここにそれぞれの登場人物 を特徴づける心 の動 きは感 じら

れない。 これでは、まるで一定の条件の下に置かれれば、全 ての人間は同 じ行動 を取 る

と決まっているかのごとくである。だが実際は、人間にはそれぞれ個性があ り、同 じ条

件の下 に置かれても異なったことを考え、異なった行動 を取 る。た とえ最終的に同 じ結

果 になったとしても、そ こに至 るまでの過程、特 に内面の動 きに同 じものがひ とつ とし

てないことは周知の事実である。写実的に人間を描写すれば、 それぞれの人間の個性 が

自ずと現れて くるはずである。外見で も人には個性があるにもかかわらず、初めて出会っ

た時です ら、ディリープは 「青年」 としか語 られていない。だが、彼 に好意 を抱 くラン

ジュナーなら自然 に彼の容姿 を気 に止 めるのではないだろうか。 というよりも、初対面

で話 もしたことのない男性 にひかれるのは、容姿か ら受ける第一印象 によるもので しか

ないはずである。

結婚詐欺 を社会問題 として扱おうというのが作者の意図のようであるが、例 えば、 こ

の結婚詐欺 を問題 として提起するための単純 な方法は、読者が被害者に同情 し加害者 に

憤 るような結末を用意することであろう。具体 的には、デ ィリープが読むの も耐え難い

程 の悪人で、ランジュナーが ショックのあま り自殺するか、または怒 りのあま り彼 を殺

すような結末である。 しか し実際は、ディリープも悪人でなければ、ランジュナー も自

殺 する程 のショックを受けていない。こともあろうに、彼女は最後 に彼 に送 った手紙で

金 を返せと言 うべ きところを、 自分以上 に上手の役者だと彼 を褒 めるのである。 これで

は問題提起 にはな りえない。

この ようにい くつかの欠点が目に付 くが、マンヌー ・バ ンダー リー 自身は本当 にこれ

らに気付かずに社会問題 を扱 った作品 と考えていたのであろうか。論者 は、先の彼女の

作 品観は評論家 と読者を意識 したもので、彼女の本心ではなかったと考 えている。彼女

は自分 の作 品に対する評論家や読者の意見 を認めた くなかったのであろう。「何 か しら社

会の問題や状況 に光をあてるもの」 とは社会小説を念頭に置いた発言で、評論家や読者

に自分の作品は社会小 説だと認 めて欲 しかったのである。 だが、論者が明らかに した欠

点 をある程度 は本人 も気付 いていたために、「何か しら」 と 「光をあてる」 という言い回

しで遠慮 しなが ら、それで も社会小 説に近いということを強調 したかったのではないだ

ろうか。つま り、彼女は社会小説 こそが崇高な もの、あるいは社会小説でなければ小 説

とはいえないと考えているのである。

では、なぜ彼女 はこの ように考えるのであろうか。それは現代 ヒンデ ィー文学 におい
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ては、 文 学 は社 会 を向上 させ る もので な けれ ば な らない とす る文 学観 が 主流 で45、 お そ

ら く彼 女 もそ う思 っ てい たか らで あろ う。 マ ンヌ ー ・バ ン ダー リーが この文 学観 を持 っ

てい なが ら先 の遠 慮 が ちな作 品観 を語 っ た とす れ ば、 これ は彼 女 自身が 自分 の文 学 に引

け 目を感 じてい た こ とを示 してい る。

マ ンヌ ー ・バ ンダー リー の作 品観 と実際 の作 品 が異 な るこ とは明 らか にな ったが 、 で

は実際 は この作 品 は一体 どの よ うな種類 の ものな ので あ ろ うか 。 おそ ら く、 読者 は これ

を恋 愛小 説 と見 るで あ ろ う。 だ が、恋 愛小 説 と して受 け とられ ては マ ンヌ ー ・バ ン ダー

リー に とっ ては不 都合 なの であ る。 なぜ な ら、社 会 的 な メッセ ー ジのな い単 な る恋 愛小

説 は ヒンデ ィー文 学 で は程 度 の低 い もの とみ な される か らで あ る。 しか し、恋 愛小 説 と

して見 れ ば、先 の分析 で挙 げた 欠点 は欠点 で な く、 ある種 の効 果 を上 げ て い るこ とや 、

彼 女 の作 品 に人気 が あ る こ とを説 明す る こ とがで きる ように なる。 つ ま り、先 の分析 で

は必 然 性 の あ ま り感 じ られ なか っ たボ ンベ イ の映画 業界 も、 普通 の少 女 と して見 れ ば時

代 に矛 盾 した ラ ンジュ ナー の 自由 な行 動 も、恋 愛小 説 であ れば読 者 の好奇 心 を高 め る刺

激 的 な要 素 にな るか らであ る。 もっ と も、 ヨー ロ ッパ や 日本 な どには男 女 の恋愛 を写 実

的 に描 く恋 愛小 説 はあ るが 、 こ こで はそ うい う種 類 の もの は要求 され てい ない。 この作

品は、 誰 もが ど こか で 聞い た こ とのあ る よ うな恋物 語 で、 その舞 台 と時代 を現代風 にア

レンジ した もの な ので あ る。 こ こで要 求 され る ものは、 写実 的 な描写 や リア リテ ィーで

はな く、娯 楽性 で あ る。美 しい女 優 が登場 し、 謎 めいた男 性 が現 れ、二人 は恋 に落 ちる。

このス トー リー は、 イ ン ド映画 の 世界 と全 く同 じで あ る。 お そ ら く、読 者 は映 画 を見 る

時 と同 じ好 奇 心 を抱 きなが らこの小 説 を読 み進 む で あろ う。彼 らは慣 れ親 しんだス トー

リー の展 開で 満足 し、細 か い描写 を必 要 としない。作 者 は若 い男 女 を登 場人 物 と して設

定 す るだ けで よい。 あ とはマ ンヌ ー ・バ ンダー リーが言 う通 り、 読者 が想 像 す る ので あ

る。 型 には まっ た表現 か ら想 像 をふ くらます こ とに彼 らは巧 み なので あ ろ う。 「ラ ンジュ

ナ ーの美 しさは、 まるで芸術 的で あっ た」 とい う一文 で 、 自分 好み の女性 を想 像 し、 「映

画 の よ うに、二 人 は親 しくなっ た」 とい う一 文 で、恋 人 たちの甘 い場 面 を想像 す る。 こ

の作 品 は ヒンデ ィー文 学 で は社 会 に とって役 に立 たな い とみ な され る種類 の恋愛小 説 な

の で ある。 だが、 これ を さ らに追 及 す る こ とは しない。 問題 は、 ヒ ンデ ィー文学 界 で は

役 に立 た な い とみな されて も、 その ような作 品 を イ ン ド人読 者 が喜 んで 読 んで い る とい

う点 なの で ある。

読 者 の この反 応 を理 解 す るた め に、 現 実 のイ ン ド社 会 で読者 が 置か れ て いる状 況 にっ

い て簡単 に説 明 して お く必 要 が あ る。 道徳 や規 範 を重 ん じる イ ン ドで は、 若 い男 女 は恋

愛 にお い て不 自由な状 況 におか れ てい る。結婚 は本人 ど う しの意 志 で はな く、家柄 や資

産 等 の条 件 にあ う相 手 を双 方 の親 が決 め る。未 婚 の男 女、特 に女子 は親 の厳 しい監視 下

にあ り、 若 い男 女 が恋愛 す る ことは許 されな い。 だが 、若 者 が恋愛 に憧 れ るの は世 の常

で、彼 らはそ れ を現実 の体 験 で はな く娯楽 で まぎ らわす しか ない ので あ る。 甘 い恋愛 を

描 く映 画 や大衆小 説 は、 ま さに彼 らの娯楽 で あ る。彼 らはそ こ に リア リテ ィー を求 め は

46こ の文学観にっいては次の論文に詳 しく述べられている。高橋明,"バ ーラテー一ンドゥ・ハリシュチtン
ドラの文学観 一 ヒンディー文掌における功利主義的文学観とその限界一丿,丁 大阪外国語大学諭集亅第3号,

1990,pp.249-174,
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しない。若 く美 しい男女が恋に落ちるス トーリーは、現実にないか らこそ彼 らを引 き付

けるのである。満たされない心 の充足 を娯楽に求める彼 らの心理はイン ドに限 られる も

のではないが、 ここまで極端に リァ リテ ィーが欠如 していることは、やは りイ ン ド独特

の状況なのである。そして、映画や大衆小説のこの世界 とマンヌー ・バンダー リーの小

説が非常 に近いものであることは明 らかであろう。論者 は、イン ド独特 の状況か ら生 ま

れたこの娯楽性 こそが、マ ンヌー ・バ ンダー リーの小 説をイン ド人読者が好む最大の理

由であると考 える。だが、マンヌー ・バ ンダーリー自身は読者のこの反応を認め ようと

は しない。それは、恋愛小説では人気作家 になることがで きて もヒンディー文学界で高

く評価 されることはないか らである。

しか し、マンヌー ・バ ンダー リーがいかに否定 しようとも、その文学が リァリティー

の乏 しい虚構の世界であることは明 らかである。にもかか わらず、彼女の目には現実は

全 く映 らなかったのであろうか。サービス精神を発揮 させ読者 に娯楽を提供するために、

無意識 に現実 から遠い世界 を描 いた ということはあったか もしれない。だが そもそ も、

彼 女の文学 は現実の社会や生身の人間を観察することか ら出発 していないのである。一

般に、文学作 品に描かれていることは何か しら作家個人の体験 を基 にしているものだが、

マ ンヌー ・バ ンダー リーの場合はそうではない。代表作`YahiSacaHai'は 二人の男性

と一人の女性の恋を描いて話題 をよんだ作品であるが、マンヌー ・バ ンダーリー自身が

Sdrika誌1992年2月 号でこの作 品は自分 の体験 に基づいていないと述べている。体験

か ら描かれていないことは作 品を見 れば明らかである。恋愛 する男女な ら当然交 わすで

あろう会話がなく、その態度 も無味乾燥 なものなのである。多少の差 はあるが、他 の作 品

で もリァリティーが乏 しいのは個人の体験 を基 にしていないことが原因だと考えられる。

だがそうすると、彼女は一体何 に基づいて作 品を創作 していたのであろうか。それは、

昔から語 り継 がれた物語や他 の作家 によって書かれた作 品ではないか と思われる。マン

ヌー ・バ ンダー リーは 「良い作家 になるには良い読者 にならなければならない」 として、

物語や他の作家の作品 を数多 く読んでいた らしい46。 普通ならこれが彼 女の文学を豊か

にするところだが、逆にリァリティーの乏 しいものに して しまったのである。それは、彼

女が恋愛小説 を書 く際 にそれらの文学 で語 られている型 にはまった要素 を借用 して組み

合 わせ、 自分の個性をあまり加えなかったからである。例 えば 日本で、彼女程の知名度

のある作家が古典的な名著 でもなければ、他人の作品を翻案 して同 じ題名 で出版す るこ

とはまずない。だが彼女 は、長編小説Svarraa(1982)で ベ ンガルの作家Saratcandraの

同名の小 説を翻案 してお り、 このことは彼女が他人の文学 を借用することに抵抗 を感 じ

ていなかった証拠 と言えよう。 もちろん、彼女が好む要素、美人 とプレーボーイ、出会

いと恋 と別 れは、 どれが最初で どれが借用であるかの区別がつかない くらいにあらゆる

文学にあふ れているもので、多 くの作家がこれ らを使 って創作 している。要素を借用 し

ても登場人物の心の動 きや背景を緻密 に描 くことで個性が生まれ、全 く新 しい作品にな

4sAnitaRajurakara ,op.cit.,p.8.
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るのなら、 それは一向に構 わないことである。 ところがマンヌー ・バ ンダーリーの作 品

では、 これ らの要素がそろえば自動的 に筋が決 まり、なぜ ヒロインはその男性にひかれ

るのか といった登場人物 の側 の心の分析 がな されないので、個性が乏 しく、作 品が借用

のレベルを越 えることがないのである。 それで も、彼女の場合 はこの欠点 も人気 につな

が るのである。なぜな ら、基本的な要素で組み立 てられているため、読者は安心 して読

めるからである。これから触 れるが、彼女の文学 には現代的で都会的な一面があるのだ

が、 このような基本的な構成要素から成 り立っているために、刺激を受けなが らも読者

は安心 してその文学 を受 け入 れることができるのである。

ところで、マンヌー ・バ ンダーリー自身の作 品観 とは異な り、読者の方は彼女の作品を

女性を描 くものとして受 け止めていることが先の私信 から分かる。 これ までは恋愛小 説

として分析 を進めてきたが、マンヌー ・バ ンダー リーの作 品が女性を描 くものであるこ

とについて明 らか にしてお く。 まず、圧倒的多数の登場人物は女性 である。 さらに、女

性が主人公 の作 品は約8割 である。マ ンヌー ・バ ンダー リーは女性を通 して社会問題を

描 こうとしたが、 この意図が失敗 し、社会小 説まで昇華で きずに娯楽性は高いが通俗 的

な恋愛小説になって しまった ことは、既に述べ た通 りである。そのため、読者がその作

品を女性 を描 くものとして受け止めていることは、当然で妥当なものであると言える。

では、第二 の疑問点、その女性像 はマ ンヌー ・バ ンダーリーの言 うように 「因習 を打

ち破 り、それを乗 り越 える女性」なのであろうか。彼女の描 く多 くの女性 は都会に住み、

高等教育 を受 け、仕事を持つ点で共通 してお り、現代的な女性 と言える。彼女達は自分

の置かれた立場 に何 か しら不満を抱いてお り、そ こか らス トーリーが展 開 してい く。例

えば、`Ghutana'の モーナーは恋人 との結婚 を望んでいるが、未亡人の母 と幼い弟や妹

は彼女の収入に頼ってお り、母は結婚 に反対 する。モーナーは駆け落ちしようとするが、

その夜母は扉 を閉めて彼女 を家に閉 じ込めてしまう。この ように、親の反対で恋人 と結

婚で きない女性 は他 の作 品で も描かれてお り、マ ンヌー ・バ ンダーリーの典型的な女性

像 と言える。モーナーのように、彼 女達は最終的に自分の思いを遂げることができない。

`Ghutana'で は
、母が因習の象徴 であ り、結局モーナーは因習 を乗 り越 え られないので

ある。 したがって、マンヌー ・バ ンダーリー自身の言 う 厂因習を打ち破 り、それを乗 り越

える女性」 にはあてはまらない。 もちろん、作品の中で実際 にモーナーが因習 を乗 り越

えなくても、この作品を読んで読者がモーナーの弱 さに憤 りを覚 えるならば、モーナー

の弱 さを通 して因習の壁 を乗 り越 えることをマ ンヌー ・バ ンダー リーは逆説的 に訴 えた

かった と理解す ることはで きる。 しか し、因習の壁 にぶつかって思いを遂げられない女

性の姿 は、イ ン ド人読者 にとって好 ましいものではあって も、その弱 さに憤 りを覚える

ことはないであろ う。 もし彼女達 が因習の壁 を乗 り越 える強い女性 として描かれていた

ならば、マンヌー ・バ ンダー リーの小説は人気 を得 られなかったと思われる。学歴がある

キャリアウーマ ンは現代 的で、あこがれの対象であ り、その彼女達が因習から自由にな

ることを願いなが らも因習 に従 うことを選択するからこそ、読者は この女性像 を受け入
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れ るの であ る。 そ の女性 達 が美 し く、学歴 があ り、 さ っそ う と した キ ャ リァー マ ンと し

て美化 され、 生活 感 の乏 しい女性 で あ れば あ る程 、 あ ま りに も平凡 で消極 的 なそ の選択

は、読 者 を一層 満 足 させ る はず であ る。 なぜ な ら、現 代 的で 自分 達 か ら遠 い存 在 であ り

なが ら も、 その女 性達 が 最終 的 に は 自分 達 と変 わ らな い存 在 で あ る ことを知 った時 、読

者 は喜 び を感 じるか らで あ る。

これ まで は特 に未婚 女性 を扱 って きたが、 一 方マ ンヌー ・バ ンダー リー の作 品 に は既

婚 女 性 を ヒロイ ンに した作 品 も多 い。 そ こで は夫 婦生 活 や母性 愛 が 主 に描 か れ て お り、

これ まで述べ て きた ロマ ンチ ックな要素 は影 を潜 め、女性 の孤独 と不 満 が描 か れて いる。

`BinaDivaromKeGhara'で は
、仕 事 を持 つ ヒロイ ンは 自分 の仕 事 に対 して夫 の理 解 が

得 られ ない こ とで不 満 を抱 い てい る。妻が 自分 よ り出 世 した時 、 自尊心 を傷 つけ られ た夫

は離婚 を求 める。イ ン ドで は結 婚 は永 遠 の きず な と され、離婚 は歓迎 されな いが、最近 は

その数 が徐 々 に増 え、離婚 や再婚 が 問題 として取 り沙 汰 されて いる。 だが、古代 マ ヌ法典

に も既 に規 定 が見 出 され る女 性 として の義務 を守 る ことが現代 で も美徳 とされて お り、マ

ンヌ ー ・バ ンダー リーの作 品 にお いて もそ う した価 値観 が女 性像 に強 く反 映 され て いる。

特 に彼 女 の作 品で 重視 され て い る女性 と して の義務 とは、夫 に対 して従 順 であ る こ と、

良 き母 にな る こ と、家庭 を守 る ことであ る。 離婚 す る女性 を ヒロイ ンに した作 品 は、 短

編小 説`BandaDarazomKaSatha'、 長 編小 説`ApakaBanti'、 戯 曲`BinaDivaromKe

Ghara'が あ り、`BandaDarazomKaSatha'の マ ンジ ュラー と`ApakaBanti'の シ ャク

ンは その後再 婚 して いる。彼 女達 は 自己 中心 的 で わが ままな女性 と して描 か れて い るが、

それ は彼 女 達 が夫 に対 して従順 な妻 で なか った ことに加 え て、母性 愛 に欠 け てい たか ら

で あ る。 マ ンヌ ー ・バ ン ダー リーが理想 と して い る既 婚 女性像 は、彼 女 自身の 母 の姿 と

重 な る良 き妻 、 良 き母 と して家庭 を守 る一 昔前 の女性 なので あ る。 だが作 中の時代 で は、

社 会 が大 き く変化 し、家庭 の形 態 も伝 統 的 な大 家族 か ら核 家族 に変 わ り、女 性 が社 会 に

参 加せ ざる をえ な くな って いる。 高学 歴 の女 性 は 中流 家庭 の貴 重 な働 き手 で 、夫 も妻 が

働 くことを期 待 して いる。`BinaDivaromKeGhara'で も 高 い学 歴 を持 つ ヒロイ ンは家

事 が お ろそか にな るこ とを気 に しな が ら失 業 中 の夫 に代 わ って家族 を支 え て いる。 そ れ

で も夫 は妻の 出世 に対 して嫉 妬す る。 これ に関 して、マ ンヌー ・バ ンダー リーは悪 いの は

理解 のな い夫 で あ って家庭 をお ろそ か に した妻 では な い と して ヒロイ ンを擁 護 してい る

が 、社会 が いか に変化 しよう とも、女性 が母性 愛 を失 うこ とは決 して許 してい ない。子供

の 精神 に悪 影響 を及 ぼす こ とを理 由 に、 離婚 や再 婚 をす る女性 は皆 作 品 の 中で不 幸 な結

末 を迎 え るの で あ る。 離 婚 や再婚 の 問題 は ヒロイ ンで はな く、 その子 供達 を基 準 に して

描 か れて い る。母性 愛 をテ ーマ に した作 品 は`JitiBaziI〈iHara'、`SayaniBua'、`Rani

ManaKaCabutara',`SankhyaKePara',`BamhomIraGhera,',`Sayada',`Majaburi'

と 数 も多 い。 この よ うに母性愛 を重視 す る のは マ ンヌー ・バ ンダー リー の特徴 であ る こ

とは事実 だが、 それ以上 に、女 性 に対 す る伝統 的 な価 値 観 が反映 され た結 果 なので あ る。

彼 女 は、 母 と して妻 と して落 ち こぼ れ た女性 を描 きなが ら、実 は伝 統 的 に理想 とされ て
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きた女性 像 を追 い求 めて い るの であ る。

マ ンヌ ー ・バ ン ダー リー は先 の私信 で`DivaraBacceAuraBarasata'を 例 に取 って 、

「頑 丈 な壁 を壊 して小 さな芽 が あ らわれ、全 ての壁 を崩 す こ とは、慣 習 の壁 を壊 して逃 げ

る ひ と りの平凡 な少女 を象徴 して いる」 と述 べ てい る。 しか し、象徴 で は本 当 に描 かれ

て い るこ と にはな らない だろ う。 芽 で象徴 す る よ りも、 どう して`Ghutana'の モ ー ナ ー

の駆 け 落 ち を成 功 させ 、離 婚 を通 して新 しいイ ン ド女 性 の生 き方 を具体 的 に描 こ う と し

なか ったの か と反論 したい。例 外 的 に意志 をはっ き り表 わす女性 は`Trisanku'の タ ヌで、

彼 女 は恋 愛 す る こ とに反対 す る母 に抵 抗 し、 闘お う とす る。 闘 う意 志 をか た め た時 点 で

作 品が終 わ って い るこ とは 中途半 端 で あるが 、明 らか に他 の ヒロイ ン と異 な るの は、反

対 され れ ば され る程 強 い意 志 と情 熱 を持 つ よ うにな る点 であ る。駆 け落 ち を悟 った母 に

閉 じ込 め られて泣 くこ と しか知 らない モーナ ーの よ うにタヌ は弱 い女 性で は ない。 だが、

タヌ をの ぞい て全 般 的 にマ ンヌー ・バ ンダー リー の描 く女性 達 は恋 愛 に関 して男性 に従順

で、 結婚 で は両 親 に従順 で、 因習 の壁 を乗 り越 える こ とを心 底 か ら欲 して い る とは思 わ

れ ない。`JitiBajiKiHara'で アー シ ャー は言 う。 「女 には、伴侶 と支 え と家 族 と子 供 が

必 要 な の よ。 どんな に高 い教 育 で も、女 の この気 持 ち を変 え る こ とはで きない47。 」 アー

シ ャー の この言 葉 に見 られ る よう に、 マ ンヌ ー ・バ ンダ ー リー の女性 像 は因習 を乗 り越

え る女 性 像 で は な く、 む しろ 因習 に依 存 す る女性 像 なの であ る。

III

最 後 に、本 章 で はマ ンヌ ー ・バ ンダー リー の文 学 にお け る性 の描写 につ いて考察 す る。

先 の私信 に はマ ンヌ ー ・バ ンダー リー の小 説 の 中 に性 を描 いた作 品 があ る と述べ られ

てい る。 しか しそ れ らの作 品 は、既 にふ れた イ ン ドの事 情 か ら分 る よう に、男 女 の性 の

い となみ を赤 裸 々 に綴 った もので はな い。マ ンヌ ー ・バ ンダー リーが性 を扱 っ た として挙

げて い る三作 品 の 中 で、`Ghutana'が 最 もそ の面 を強 調 してい るが 、 それ で も直接 的 な

表 現 は ない。 む しろ、 で きな か った と考 えた方 が よ い。 最大 の理 由 は、 社会 道 徳 にふ れ

るか らで あ る。 そ れ を恐 れ て、彼 女 は不 道徳 な描 写 を意 図的 に避 けて い る。 例 え ば、 二

章 でス トー リー を紹 介 した`Abhineta'で は 、 出張か ら帰 らないデ ィ リー プの様 子 を尋 ね

に ラ ンジュ ナー が彼 の下宿 を訪 れ るシ ー ンがあ る。 ここで ラ ンジ ュナ ーは、 下宿 が見 つ

か らな くて あ ち こち迷 って いる。他 の場面 の描 写 とバ ラ ンス を とるな ら、 「ラ ンジュナ ー

はデ ィ リー プの 下宿 に行 った」 とい うよ うなそ っけ な い表 現 に なる ところ だが、 なぜ マ

ンヌ ー ・バ ン ダー リー はわ ざわ ざ彼女 を迷 わせ てい るの だ ろ うか 。 それ は、簡 単 に ラ ン

ジュ ナー が到着 したの で は彼 女 が以 前 に もそ こを訪 れ た こ とが あ り、 二人 の 関係 は清 い

もので はなか っ た、 つ ま り道徳 に反 す る と読 者 に読 まれ る恐 れが あ るた め、 そ れ を避 け

47MannuBhandari
,`JitiBajlKiHara',M蜘 翫 γασαらp.30.
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た か った ので ある。 ス トー リーの展 開上 ラ ンジ ュナ ーは彼 の部屋 の机 の引 出 しを開 けて

手紙 を読 み、 詐欺 で あっ た こ とを知 らな けれ ば な らず、 仕方 な くこの ような表 現 でマ ン

ヌ ー ・バ ンダ ー リーは つ じつ ま を合 わせ たので あ る。他 の小 説 に もこの よ うなつ じつ ま

合 わせ は多 く見 られるが全 て を挙 げる こ とは しな い。

で は、道 徳 に合 わせ るた め に些 細 な点 まで作 家 が この よう に表 現 を 自粛 して い る ヒ ン

デ ィー文 学で は、非 難 の対 象 にな りや す い性 の問 題 は どの ように扱 われ るの であ ろ うか。

一般 に
、全 く描 写 しないか 、あるい は道 徳 にふ れな い範 囲 に とどめるか の どち らか になっ

て しま う。 だが この点 に関 して、 マ ンヌ ー ・バ ン ダー リー はイ ン ド女 性 と して は進 ん だ

考 え方 を持6て い る。 「私 に とっ てセ ックス は驚 くべ きこ とで も、秘 密 で も、非 難 すべ き

もので も、禁 じられ た もの で も決 してあ りませ ん」一 この考 え通 りに性 を表 現 す るな ら、

道徳 にふ れな い範 囲で の描 写 で は済 まないで あ ろ う。 だ が、 そ れは不 可能 で あ る。確 か

に、彼 女 の作 品 には結婚 を期 待 して性 的関係 を持 っ た相 手 か ら捨 て られ る とい うス トー

リーの小 説 は い くつか あ る。未 婚 の男女 の場合 もあ るが、妻 子 あ る男性 と未婚 の女性 の

関係 も多 く描 か れて いる。例 え ば、`Str%Subodhini'と`EkaBaraAura'の ヒ ロイ ンは イ

ン ドの慣 習 で は許 され な い不 倫 の 関係 を続 け てお り、 イ ン ド人 読者 な らこ こに強 い衝 撃

を受 け るの で あろ う。 なぜ な ら、 ヒンデ ィー文学 で は これ程 大胆 に男女 の不 道 徳 な関 係

を描 い た作 品 が少 ない か らであ る。 しか し、完全 に道 徳 に反 する恋 愛 を描 いて い たな ら、

この小 説 は発 禁処 分 にな り、 読者 の承 認 も得 られ なか った はず で あ る。実 はマ ンヌ ー ・

バ ン ダー リー は、衝撃 を与 え ては い るが、性 を語 る時 は無味 乾燥 な表現 で わ いせ つ な印

象 を抑 える よ うに配慮 し、 うま くバ ラ ンス を とっ てい るの であ る。 しか も、 ヒロイ ンが

ふ しだ らな女 と して読 者 の反 感 を買 わ ない よう に、彼 女 達 は男性 に弄 ばれ た とい うお 決

ま りの筋 書で 読者 の同情 を引 くこと も忘 れ で いな い。

この よ うに、 マ ンヌ ー ・バ ンダ ー リーは衝 撃 的 な内容 を描 い てい る よ うに見 せ て はい

るが、 実 は不 道徳 な描 写 をす る勇 気 は ない ので あ る。 だが、彼 女 を勇 気 が な い と責 め る

の は不 公平 で あ る。 なぜ な ら、 ヒンデ ィー文 学 で は これが 限界 で あ り、他 の作 家 と比 較

す る と、性 の描 写 で は彼 女 はは るか に勇気 を持 っ てい る と言 え るか らで あ る。 しか も彼

女 は婉 曲表 現 を使 うこ とで ヒンデ ィー文学 の この限界 を逆 に利 用 す るの で あ る。 代 表作

`YahiSacaHai'か ら 一例 を挙 げ る
。(サ ンジ ャヤは、 ヒロイ ンの恋 人 名。 訳 は論 者 。)

夜 、 床 に就 いた が、 い つ まで も私 は机 の上 の夜 香 木 の花 を見 て い た。

なぜ か、 これ は花 で はな く、サ ンジャヤの 無数 の 目が私 を見 詰 め、私 に触 れ、

私 を撫 でて い る ような錯 覚 に捕 われ る。 そ して私 は、無 数 の 目にず っ と見 ら

れ て いる気 が して、 恥 ず か し くな っ た48。

イ ン ド人 読者 は この 一節 か ら官 能的 な 印象 を受 け るはず で あ る。 マ ンヌー ・バ ンダ ー

リーの作 品 には この よ うな描 写 が ち りば め られ て いる。赤裸 々 に性 を描 く小 説 が氾濫 し、

48MannuBhandari
,`YaluSacaHai',YahaSacaHai,Delhi,1984,p.134.
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読者 もそ れ に慣 れて い るの な ら、彼 女 の婉 曲表現 か ら官 能的 な印象 を受 け る こ とは少 な

い か も しれ ない が、既 に述べ た事 情 の イ ン ドで は、 それ らが刺 激 的で あ る こ とは容 易 に

想 像 で きよ う。彼 女 は性 的 な関係 を持 つ 男女 の恋愛 を描 く時 には、「二人 は性 関係 を持 っ

た」 とい う一 言 だけ で、 わ いせ つ な印象 を決 して与 えな い よう に配慮 し、 そ れ以外 の時

には婉 曲表 現 で官 能的 な 印象 を与 え 、読 者の 好奇 心 をそ そ りなが らも、 道徳 に はふ れな

い作 品 を作 り上 げて い る。マ ンヌー ・バ ンダー リー は この点で極 めて巧 み で あ る。

この よ うな表 現 に読 者 は過 剰 と もい え る反応 を示 す。 先 の私信 でマ ンヌー ・バ ンダー

リー は短編小 説`GitaKaCumbana'は セ ックス とは関係 な い と述べ て い る。 そ の一 文

か ら察 す る に、 ギ ラ ッ ドカルは この小 説 の 中 に も性 の問題 が描 か れて い る と手 紙 に書 い

て送 った よ うで あ る。 だが、本 当 に この小 説 に も彼 の言 うよう に性 の 問題 が描 か れ てい

るので あ ろ うか。 ス トー リー を簡 単 に紹介 す る と、 ヒロイ ンの カニ カー は プ レイ ボ ーイ

の ラ リ ッ トを慕 って い るが、 あ る 日突 然 キス された こ とに怒 り彼 の頬 をぶ つ。 ラ リッ ト

は 自分 の非 を認 め、 肉体 関係 を持 たな い男女 の友情 があ る こと を教 え られ た と言 っ て去

る。 この時 、 カニ カー は社 会 的 に不 道 徳 で あっ て も、 キ スや セ ックス が恋愛 す る者 の 自

然 な欲 求で あ る こ とを悟 るの で あ る。

マ ンヌー ・バ ンダー リー に よれば、 この作 品は 因習 と欲 求 との葛藤 の物 語 だ そ うだが、

非常 に未熟 で論 者 には少女 趣味 の恋愛小 説 と しか写 らない。 それ に もかか わ らず、 ギ ラッ

ドカル は こ こに性 の問 題 を見 て お り、 深 みが な い ことに気付 いて いな い。 ヒロイ ンは キ

ス やセ ックス につ い て悩 んで は いる が、 ここか ら何 か 問題 と して浮 か び上 が って くるだ

ろ うか。 ラ リ ッ トは カニ カー にぶ た れて 自分 が悪 か った と謝 って い る。 だが本 当 に、 イ

ン ドの プ レイ ボー イ は女性 にぶ たれ て素直 に反省 す るで あろ うか。 事 の正否 は と もか く

と しそ、 女性 にぶ た れ た男 性 な ら、怒 って殴 り返 す な り、罵 声 の ひ とつ もあ びせ るの が

素直 な行動 で あ ろ う。 だが作 品で は、 ラ リッ トは反省 し、最 後 に通俗 的 な恋 愛小 説 で言

い古 され たセ リフを残 して去 って い る。 マ ンヌ ー ・バ ンダー リー は キスや セ ッ クスが 自

然 な欲 求 で あ る こ とを カニ カー に悟 らせ たか っ たので あ ろ うが 、悟 らせ るだ けで そ れ以

上 描 くつ も りはな か った ので あ る。例 え ば、 カニ カ ーは悟 っ たので あ るか ら、 この後 ラ

リッ トが す ぐに気 持 ち を変 え て戻 っ て きたな ら、 自分 の欲 求 に素直 にカニ カーは彼 を受

け入 れ る とい う こ とにな る。 しか し、 この ような ス トー リー は絶対 にあ りえ ない。 なぜ

な ら、 道徳 にふ れ るた め に この よ うな小 説 は許 されな い こ とが 第一 の理 由 で、 第二 の理

由 はカ ニ カー を悟 らせ る だけで 読者 に十 分 な刺激 を与 え られ るので 、 これ 以上深 くこの

問題 を掘 り下 げて描 く意 志 が作 者 自身 になか っ たか らで あ る。 つ ま り、 マ ンヌ ー ・バ ン

ダー リーの作 品 で、 性 は問 題 で はな く、 読者 に刺 激 を与 え る単 な るスパ イ スで しか な い

ので あ る。問 題 と して描 くつ も りは ない ので、 タブー にふれ て読 者 の反感 を買 うよ うな

ス トー リー に なる はず は ない。 ラ リッ トが 素直 に反省 して去 る のは、 カニ カー を悟 らせ

た段 階 で ス トー リーを終 わ らせ る ため なの であ る。 この ように ラ リ ッ トとい う人物 像 に

深 みが な い こ とをマ ンヌ ー ・バ ンダー リーは気 に止 め る こ とはな いで あ ろ う。彼 女 が念
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頭 に置 い てい るこ とは 、読 者 に刺 激 を与 えな が らも、 決 して タブー にふ れ な い こ とで、

そ の ため には不 自然 な描 写 もす る ので あ る。

この ように、 この小 説 は非 現 実的 で未 熟 な作 品 であ るが、 それ に気 付 か ず に ギ ラ ッ ド

カル は性 が 問題 と して扱 われ てい る と考 えて いる。彼 の解釈 は間違 って いる が、彼 の こ

の反応 は重 要 な こ とを意 味 して いる。 つ ま り、 ヒンデ ィー文 学 にお い て性 の問 題 が正 当

に扱 われて い ない こ と と、 そ のた め に どんな に未熟 な作 品であ れ少 しで も性 的 な描 写 が

あ れ ば読 者 は それ を過剰 に評 価 して しま う とい う ことで ある。 この ため、 実際 の価 値 以

上 にマ ンヌ ー ・バ ンダー リー の文学 が 評価 され る こ とにな り、彼 女 の人 気 は こ こか ら来

る もの も多 い と論 者 は考 え る。

結語

今 回 の考察 で は 、作 家 自身 の作 品観 と実 際 の作 品 の違 いか ら出発 して、 そ の人気 の理

由 を探 ろ う と試 み た。我 々 の文 学伝 統 か ら遠 い現代 ヒンデ ィー文学 の理 解 は、 イ ン ドに

お ける その作 品の位 置 す る ところ を無視 して は語 れ な いと考 えたか らで あ る。 け れ ど も、

これで マ ンヌ ー ・バ ン ダー リー の文学 の全 て を捉 え られ る はず は な く、例 えば社 会 や歴

史 とい う視 点 か らの考察 につ いて は今後 の課題 としたい。

マ ンヌー ・バ ンダー リーの 作 品

長 編小 説:

EkaIncaMuskana(1961),ApakdBanta(1971),Maladbhoja(1976),Svarrca(1982).

短 編 小 説:

短 編小 説集:MaimHaraGaa(1957)

収 録 作 品:`lsaKeGharaInsana',`GitaKaCumbana',`JitiBaziKiHara',

`EkaKamazoraLara
,kiKiKahani',`SayaniBua',`Abhineta',`Smasana',

`DivasBacceAuraBarasata'
,`PanditaGajadharaSastri',`KilaAuraKasaka',

`DoKalakara'
,`MaimHaraGai'.

短 編 小 説集:Tana/VigahomIiaEkaTasvara(1959)

収 録 作 品:`TinaNigahomI{iEkaTasvira',`Akeli',`AnathahiGaharaiyam',

`KhoteSikke'
,`Ghutana',`Hara',`Majaburi',`Casme'.

短 編 小 説集:YahaSacaHai(1966)
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収 録 作 品:`Ksaya',`'lisaraAdami',`Saza',`NakaliHire',`Nasa',`Inkama

TaiksaAuraNinda',`RaniManaKaCabutara',`YaYiiSacaHai'.

短 編 小 説 集:EkaPletaSailaba(1968)

収 録 作 品:`NaiNaukari',`BandaDarazomKaSatha',`EkaPletaSailaba',

`ChataBananeVale'
,`EkaBaraAura',`SankhyaKePara',`BamhomI{a

Ghera',`KamareKamaraAuraKamare',`Umcai'.

短 編 小 説 集:Trisariku(1978)

収 録 作 品:`Ate-JateYayavara',`DararaBharaneKiDarara',`Str%Subodhini',

`Sayada'
,`Trisanku',`BetaKiDivara',`TisaraHissa',`A-Lagava',`Ekhane

AkasaNaim'.

岳e5伽 κ α妬 吻 誦(1969):そ れ ま で に 発 表 さ れ た 作 品 の 選 集 。

MeriPriyaKandniyam(1989):自 選 短 編 集 。

戯 曲:

BinaDavaromh'eGhara(1966),Mahabhoja(1983).

児 童 文 学:

.Kalava(1971),AmkhorriDekhaJhutha(1976),Asarriata(1981).

長 崎 広 子(京 都 大 学 大 学 院)
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